
基本目標３　子どもの夢をふくらませる場づくりの推進

１　総括

新規 2

継続 51

計 53

２　新規事業の実施状況

№
実
施

着
手

134 ○

170 ○

３　継続事業の実施状況

№

129

130

131

132

133

135

136

137

138

平成１７年度から、４月２３日の「子ども読書の日」
を記念し、図書館４館合同事業「図書館は宝島！
キッズ★フェスタ」を開催している。

ふれあい広場の整備推進

児童遊園の設置

こどもセンター創作活動室の活用

こどもセンター、児童館事業の充実

子どもの広場の設置促進

1 1

事　　　業　　　名

平成１７年度

1

51

52

1

51

52

前期計画における実施状況

平成17年度～19年度の間に行った事例研究・内
部検討及び既に市内で冒険遊び場事業を展開し
ている団体との協議を踏まえ、平成20年度に活動
に関する周知等の支援を行った結果、多くの市民
への普及・啓発を図ることができた。平成21年度
も引き続き、必要な周知や助言等の支援を行い、
市民への普及・啓発を図ると同時に、活動の促進
を図った。

51

52

51

52

51

52

平成17年度

こどもセンターの整備推進

相模原麻溝公園の整備推進

平成１７年度～
冒険遊び場等の新しい形の遊び場の検討

【こども青少年課】

子ども読書活動推進のための事業の実施
【図書館】

事　　　業　　　名

区分
事業数
(実数） 平成１８年度

実施予定年度

取　　　　　　　組　　　　　　　状　　　　　　　況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

1

平成２０年度はメインスタンド・芝生スタンド等の整備を行った。
メインスタンド・芝生スタンドは平成２１年４月に供用を開始し
た。
平成２１年度は電光掲示盤、園路等の整備を行ったほか、平
成２１・２２年度の２ヵ年でバックスタンドの建設を進めている

（仮称）史跡田名向原遺跡公園の整備推進

市民協働推進課

公園課

公園課

こども施設課

こども施設課

こども施設課

こども施設課

こども施設課

平成２０年度は広場・遊戯ゾーンの整備を行った。

平成１８年度は、大野南こどもセンターを開館、平成１９年度
は、大野台こどもセンターを開館、平成２０年度は横山こどもセ
ンターの開館及び陽光台こどもセンターの建設工事を行った。
(平成２１年４月に開館)

「三世代交流事業」の継続的な実施を進めるとともに、平成１７
年度から平成１８年度にかけて、大野南地区こどもセンター
ワークショップを開館準備に合わせて実施した。これを母体に
現在、こども運営委員会を設置している。

「子どもの広場」としての設置希望あった自治会等へ、整備費
や設置後の維持管理にかかる費用に対して、補助金を交付し
ている。

津久井地域との合併により、児童遊園として位置づけられたも
のが多く、街区公園との違いが不明瞭な点もあることから、都
市公園等を所管する部署への所管換えの作業を実施した。

平成１８年度から相武台こどもセンターで「中高生の居場所づく
り」を実施。また、大野南こどもセンターで、こども運営委員会を
実施。平成２０年度から、大野台こどもセンターで「中高生の居
場所づくり」を実施した。

津久井町の区域に２か所、相模湖町の区域に１か所、旧相模
原市の区域に３４か所、計３７箇所設置している。２２年度４月１
日に大野台こもれびふれあい広場、津久井区域に青山ふれあ
い広場を設置予定。

街区公園の整備及び再整備事業の推進
（再掲）

主管課 前期計画における実施状況

公園課

平成２０年度は、しおだこぶし橋公園、上溝四ツ谷すこやか公
園、古山いちのせき公園、上鶴間道正山公園の４公園の整備
を行い、供用を開始した。平成２１年度は、塩田八景公園の整
備を行い、供用を開始した。
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３　継続事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名 主管課 前期計画における実施状況
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149

151
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153
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156

157

158

159

160

161

さがみはら子どもアントレプレナー
体験事業の推進

農業体験学習の実施

中学校部活動支援事業の推進

公園課
平成２０年度は林間公園の広場ゾーン、平成２１年度は遊戯
ゾーンの再整備を行った。

（仮称）大野中公園の整備推進
（変更：古淵鵜野森公園）

近隣公園の整備推進

地域・子どもふれあい事業の充実

青少年学習センター事業の充実

青少年関係団体の育成・支援

銀河連邦子ども留学交流事業の推進

若あゆ 農業食農体験クラブの開催

学校体育施設の開放

学校プールの開放

総合型地域スポーツクラブ
創設支援事業の推進

体育指導委員活動の推進

子どもたちの企画・運営による子どもまつりなどの実施をとおし
て、自主性や積極性を育てるとともに、小・中・高校生の相互交
流を推進した。

総合学習センター

「学びのひろば」は廃止し、「さがみはらスタディメイト」に統合
し、児童生徒の多様な学習をサポートしている。また、「子ども
情報カレンダー」も廃止し、「さがみはらスタディメイト」内に「相
模原市からのお知らせ」コーナーを設け、小・中学校対象の体
験的な行事、催し物情報を提供している。

ちびっ子わんぱく大冒険の開催
（変更：若あゆ大冒険の開催）

電子媒体による情報の提供（再掲）

公園課

こども青少年課

 青少年学習センター

 青少年学習センター

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

文化国際課

働く人支援課

農林課

学校教育課

相模川自然の村
野外体験教室

相模川自然の村
野外体験教室

150

国際交流教育推進事業
友好都市生徒海外派遣の実施（再掲）

学校教育課

さがみ風っ子文化祭の開催（再掲） 学校教育課

公民館における青少年事業の推進（再掲） 生涯学習課

小・中学校の生活科や総合的な学習の時間等で幼稚園、保育
園との交流を推進している。

平成２０年度は、駐車場の整備を行い、供用を開始した。平成
２１年度は、緑地内散策路の整備を行い、供用を開始した。

各地区青少年健全育成協議会等が行う体験活動や交流活動
等を目的とした事業に対して、補助金を交付した。

青少年に交流と活動の場、多様な体験学習の場を提供すると
ともに、青少年の自己実現や自主活動、社会参加活動を支援
した。

子ども会育成連絡協議会や、少年鼓笛バンド連盟など、市内
で活動する団体等の活動の活性化を促進した。

団体登録制で、小・中学校の体育館・グラウンドを開放した。

市立小学校のプールを水泳場に指定し、近隣の小・中学生を
中心に開放した。

クラブ間の懇談会を行ったほか、平成22年2月には、８つの総
合型地域スポーツクラブが主体となり、市内各会場で多くの参
加型メニューにより、ＰＲイベントが実施された。また、新設地区
への支援を続けている。

体力測定やビーチボールの普及活動を１年を通し実施するとと
もに、駅伝やマラソン大会の交通整理の実施等広く地域のス
ポーツを振興した。

平成２１年度は、８月５日から７日にノシロ共和国（秋田県能代
市）と共催で実施した。

平成２１年８月から９月に、模擬会社の設立や店頭販売など体
験事業を実施した。

平成２１年度は４４校から９７名の小学生が参加した。従来の
体験学習に加えて、草取りの日に生物観察体験を新たに実施
した。草取りの日には、２０年度より２４名多くの参加者が集
まった。

３６校の中学校へ２２７名の部活動技術指導者を派遣した。ま
た、指導力向上に向け、年２回研修会を実施した。

平成２１年度は新型インフルエンザのため、計画段階で中止。
平成２２年度に向けて、市内３７校をカナダの２都市に派遣する
ための計画を作成している。

平成２１年度は、新型インフルエンザ感染拡大防止のため、や
むを得ず９事業中４事業が中止となったが、他の５事業につい
ては、実施した。

宿泊体験及び相模川ビレッジ若あゆ周辺の豊かな自然を生か
した体験活動（城山登山等）を行を実施した。

年間を通し８回参加。農業体験（稲作・畑作）と野外炊事を行
い、農業の楽しさを実感させるとともに親子の絆を深めた。

青少年指導員活動の推進（再掲）

青少年指導者の育成（再掲）

幼稚園における異年齢・異世代交流の推進
（再掲）

保育課
一部の幼稚園と近隣小学校において、生活科・総合的な学習
時間における交流や、行事や地域性を活かした交流の実践を
進めている。

学校教育課

こども青少年課

市青少年指導員で構成される市青少年指導員連絡協議会に
おいて、指導員相互の連絡及び情報交換のための会議開催、
指導員に必要な講習会及び研修会の開催、各地区における各
種青少年事業が実施された。

 青少年学習センター
リーダーとして活動する青少年や青少年を育成する指導者な
どを対象とした研修会及び青年海外派遣などを通して、青少年
指導者を育成した。
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３　継続事業の実施状況

№ 事　　　業　　　名 主管課 前期計画における実施状況
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163

164

165

166

167

168

169

171

172

173

174

175

176

178

179

180

181

184

186

こども原始体験教室の開催

若あゆファミリー収穫祭の開催
（変更：若あゆ自然体験スクールの開催）

こども自然教室の開催

こども鉱物教室の開催

夏休み親子天文教室の開催

夏休み街並みたんけん相模原の開催

市民の手による街区公園・緑道の美化推進

高校生インターンシップ（就業体験）の支援

読書のアニマシオンの開催

みどりの少年団の育成

少年海外スポーツ交流事業の実施

スポーツ少年団活動の充実

こどもワークショップの推進（再掲）

木もれびの森づくり事業の推進

市民ふれあいの森づくり事業の推進

ブックリストの配布

おはなし会の開催

発達段階別おすすめの本リストの発行

天文クラブの開催

1日図書館員の開催

博物館

博物館

博物館

博物館

相模川自然の村
野外体験教室

博物館

スポーツ課

水みどり環境課

水みどり環境課

公園課

こども施設課

図書館

図書館

水みどり環境課

働く人支援課

図書館

スポーツ課

博物館

こども青少年課

図書館

平成１７年度から２１年度まで、年２日間実施した。

平成１７年度から２１年度まで、年２日間実施した。

平成１７年度から１９年度まで、年２～４日間実施した。

平成１７年度から２１年度まで、年４日間実施した。

緑区澤井（現：ふるさと自然体験教室）周辺の自然を生かした
体験活動（間伐体験等）を実施した。

平成１７年度から１９年度まで、年２～４日間実施した。

平成１７年度から２１年度まで、年１～２日間実施した。

「赤ちゃんのためのブックリスト」を子育てガイドに掲載し、出生
届出の際に配布する他、公民館や図書館などに配架し、情報
提供を行った。

ほぼ週１回のペースで行うほか、季節ごとに通常より規模を拡
大したおはなし会を各館で実施している。

リーダー研修会、ハイキング、指導者講習会及び体力テストの
事業をスポーツ少年団実行委員会で企画運営し実施した。２１
年度登録は１４種目１８４団

街美化アダプト制度や森づくりパートナーシップ制度の実施に
より市民協働による森づくりを実施した。

街美化アダプト制度や森づくりパートナーシップ制度の実施に
より市民協働による森づくりを実施した。（6箇所、4.3ha）

平成２１年度は、２９４団体（津久井地区含む）により、アダプト
活動を実施し、市民主体による清掃・除草活動を実施した。

平成１７年度から平成１８年度にかけて、大野南地区こどもセン
ターワークショップを開館準備に合わせて実施した。これを母
体に現在、こども運営委員会を設置している。

平成１７年度から、新たに中学生、高校生向けのリストも作成し
ている。

平成１６年度に廃止し、読書へのきっかけづくり及び読書意欲
の喚起などを目的とした「子ども読書スタンプラリー」を平成１９
年度から新たに実施している。

（財）相模原市みどりの協会を通じ、みどりの少年団の活動を
支援した。（団員数＿24地区＿約17,570名）

市内で選抜されたバスケットボール競技の中学生20名と役員7
名が、中国(無錫市、上海市、北京市)を8日間訪中し親睦・交流
を図った。

高等学校インターンシップ地域連絡協議会に参加し、事業を促
進した。

小学４年生から６年生を対象とした「１日図書館員」を相模大野
図書館及び橋本図書館で、また、中・高校生を対象とした「プチ
図書館員」を橋本図書館で実施している。
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